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はじめに
ソロー HenryDavid Thoreauが本格的な執筆活動を始めたのは，おそ
らく 1840年に，エマソン RalphWaldo Emersonを中心とする超越主義者
たちの雑誌『ダイヤルJThe Dialが創刊されたころからであろう。この時
期のソローの詩に「霊感JInspirationと題されたものがある。
ただ耳だけを持っていた私が，聞く力を得，
ただ目だけを持っていた私が，見るカを得る，
ただ年月を生きてきた私が，本来の瞬間を生き，
ただ習い覚えた知識だけだった私が，真理安見抜く。
聞こえないものを私は聞き，
見えないものを見る，
新しい地と笠と海の広がり，
私の日盛りには，太陽も蒼ざめる。
澄みきった太古の和音が，私の魂を貫く，
あらゆる喧喋を突き抜け，
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軍高の旋律にめみ入るかのように，
その喧喋のはるか背後で，はるかな内部で。 (CEP，556-559;抜粋)
この詩は 1841年の夏から秋にかけての時期に替かれたものと考えられて
いるが CWitherell1990)，後のソローからは想像もできないほど超越主義
的な色彩が強L、。とりわけここに引用した最初の四行は，エマソンの「日記」
にも二回ほど抜き書きが見られ(JMN，Vol. 9， 73; Vol. 1， 184)，さらにソ
ローが亡くなった時にエマソンが記した追悼文にも引用されているほどであ
る crソローJCEE， L. 19467) 1)。
ソローはこの詩で， r聞こえないもの」を聞く力を得， r見えないもの」を
見る力を得る時，永連の今ともいうべき「本来の瞬間Jに生きる者になると
言う。そして彼は， r澄みきった太古の和音」と表現される神の呼びかけを
聞き， r新しい地と空と海」と呼ばれる超越的地平の光景を見る。こうして
「真理ぞ見抜く」者となったソローは， r私の日躍りには，太陽も蒼ざめるJ
とまで言い放つ。この強烈なまでの「自己信頼Jcr自己信頼JCEE， L. 
7726)の表白には，正に「魂の啓示の前では，時間，空間，そして自然さえ
もしり込みをしてしまうJcr大霊JCEE， L.9655)というエマソンの言葉を
訪悌とさせる響きがある。
この詩が喬かれたと推定される 1841~年の夏， もしくは秋は，ソローがエ
マソン家に一回目の寄寓を始めて聞もない時期である。この詩を見ると，こ
の頃のソローがいかにエマソン的超越主載に強く傾倒していたかがよく分か
る。
しかしこの詩は，ソローの生前に公にされたことはなく，彼の死後， 1863 
年にボストンのコモンウェルス誌 Commonwealthに掲載されたのが最初の
公開である CBode1964， 333)九ソローがこの詩を生前に公開しなかった理
由は定かではないが，一時期エマソンから強い影響を受け，このような詩を
書いてはみたものの，やはり自分本来の思想、を表しているものではないと彼
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が考えた可能性はあるのではないだろうか。
「マサチューセッツの博物誌J
エマソンからの絶大な影響を受けていたこの時期にも，身近な自然をこよ
なく愛し，その魅力を独自の観察眼で描いていくネイチャーライディングの
人・ソローを予見させる三つの作品， rマサチューセッツの博物誌」と「冬
の散歩」がある。
「マサチューセッツの博物誌Jは， ~ダイヤルJ 1842年7月号に掲載され
たソロー最初期の散文である。これは，マサチューセッツ州によって刊行さ
れた州内の動植物に閲する博物学的報告書についての書評として，エマソン
の勧めで著されたものだが(ハーディング2005，172)，ソローはこの「書評」
の中で，実はこれらの研究報告についてはほとんど触れず，自分自身の博物
誌的記述を自由に展開している。奇妙だが，彼の自然観を知る上で重要な作
品である。
この奇妙さ故か，あるいは当時まだ無名であったソローを紹介する必要が
あったのか，この「害評Jが掲載された『ダイヤル』誌を見ると， ~釣魚大
全Jで知られるウォルトン(IzaakWalton， 1593-1683)や， ~セルボーン
の博物誌』で有名なホワイト (GilbertWhite， 1720司 1793)の継承者をも思
わせる人として著者を紹介するエマソンの端書が添えられている (The
Dial， Vol. 3， 19)3)。
「マサチューセッツの博物誌」は， r博物誌とはオーデュボンのように書く
ものだ」とでも首わんばかりに， rオーデュボンを読むと嬉しさでゾクゾク
する」という書き出しから始まる (NHof Mass.， 103)。そして，見虫，野
鳥，四足動物，魚類，両生類，植物，無脊椎動物に関する，生き生きとした，
まさにオーデュボンの博物誌を訪併とさせる自然描写の合間あいまに，社会，
宗教，自然，生命，科学に関するソロー独自の思想、が語られる。
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健康は社会にではなく，自然の中にある。少なくとも，自然の真ん中に
足が置かれていないと，我われは皆，青白く怒ったような顔になる。社
会はいつも病んでいる。最上の社会が特にそうだ。社会には，マツの香
りのような健康に良い匂いはなく，牧草地の丘のうきうきするような，
胸に染み渡札元気を回復させてくれるような匂いもない。…実際，病
んでいる者にとって，自然は病んでおり，健やかな者にとって，自然は
健康の泉なのだ。自然の美の性質をしっかりと見定めている人には，ど
んな災いも蕗阻も生じない。 (NHof Mass.， 105) 
ここでは， I健康」と結びつけて自然の素晴らしさ，大切さが語られてい
る。後のエッセイでも， I私は，毎日少なくとも四時間は一一通常はもっと
だが一一，森を抜け，丘や野原を越えて散策し，世の中の雑事から完全に自
由にならないと，自分の健康と精神を健全に保つことができなL、JCWalk-
ing， 207) と言っているように，自然の中にいると， I世の中の雑事」から
開放され，爽快で清々しい気分になるというのが，自然に対するソローの素
直な気持ちなのだろう。
この時点でソローがどの程度意識していたかは不明だが，こうしたソロー
の自然観に，私は， I森のなかで，我々は理性と信仰にたちかえる」という
エマソンの自然観と似て非なるものを強く感じる。
エマソンは，森の中で孤独になると，自己と自然の本来の姿を直観し得る
「透明な眼球」となって， I普遍的な存在」の働きを自己の内に感じ， I私は
神の一部である」と同党するようになると言う C~ 自然~ CEE， Vol. 1， 10)。
しかしソローは森の中で， I理性と信仰にたちかえる」とは言わない。ただ
「マツの香り」や「牧草地のうきうきするような匂L、」ほど良いものはない
と言うだけだ。エマソンは「荒涼とした土地に立ち，頭を爽快な大気に洗わ
せる」と， I透明な眼球Jとなって「一切を見るJと言うが，ソローは，牧
草地の丘で「胸に染み渡弘元気を回復させてくれるような匂し、」をかいで
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いると，健康な気持ちになると言うだけで， I一切を見Jたり， I私は神の一
部である」と観じたりはしない。「マサチューセッツの博物誌」の中には，
さらに次のような箇所がある。
森の中を歩いていると，私は自分より前に，なにか賢い御用達がいたの
たえ
ではないかと思うことがある。私の最も妙なる経験が，そこで満たされ
るからだ。地衣類が木々の上で，木の葉のような形をしている時，私は，
自然の喜びに満ちた親密さと調和の姿に心を打たれる。これ以上ない素
晴らしい光景の中で，人は，微かに渦巻く霧，躍の玉，羽毛のような小
枝に，微細で壊れやすい様子を目にするだろう…。 (NHof Mass.， 124) 
ここでソローの目に映っているのは，自然をその背後から司っている「普
遍的な存在」のようなものではない。彼が喜びと感嘆の目で見ているものは，
森の中に立ち込める霧にも，木々にも，地衣類や木の葉にも，同じーっの自
然の法則が働き，全てのものを驚くべき斉一性のうちに，繊細さをもってま
とめ上げている自然の姿にほかならなL、。
12月のある日，珍しい白霜の降りた朝，太陽の光を全面に受けて輝く木々
の凍った葉と，それらとは異なった角度から光を受けて，宝石のように虹色
に皮射する草の葉を見て，ソローは言う。
こうした幻のような葉と，緑の葉が，一つの法則 onelawによって造
られたものであるということが，私の胸を打つ。その同じ法則に従って，
一方では，樹液が少しずつ完壁に葉を膨らませ，他方では， (葉につい
た氷の〕きらきらした粒子が，皆同じように順序良く整列していること
に私は感動する。それらが何で出来ているかではなく，その法則が一つ
であり，不変であることこそが面白い。 (NHof Mass.， 127) 
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夏の緑の葉も，真冬に葉会凍らせる白霜や氷の結晶も，それらが皆.r一
つの自然法則」に従って造られ，会てが美しく調和していることに，ソロー
は感動しているのである。しかしこの「法則」は，エマソン的な「普遍的な
存在Jや 「統匂一
何故ならそれは，エマソンの言う超越主義的な「理性の目J(W， I， 49 : ~自
然J86)ではなく.r科学の目J(NH of Mass.， 107)によって見出される
ものだからである。
賢者は調べる inspectのではなく，ただじっとよく見る behold。我わ
れは，分かる see前に，長い時聞をかけて「見Jlookなければならな
い。知恵を愛し求めること philosophyの始まりはゆっくりなのだ。法
則を見極め. cr見る」ことと「分かる」ことの〕二つを結びつけること
のできる人は，並外れた能力をもっている。…本当に科学的な人という
のは，優れた嘆党，味覚，視覚，聴覚，触覚後繊細に働かせて，普通の
人よりずっとよく自然を知るだろう。彼の経験は，より深く，より繊細
だ。我われは推論や演縛によって学ぶのでも，数学を哲学に応用するこ
とによって学ぶのでもない。我われは〔自然との〕直接的な交流と共感
によって学ぶのだ。 (NHof Mass.， 131) 
我われは，ひたすら「見る」ことによってのみ自然の法則についての知を
得ることができる。それはエマソン的な「理性の目Jによる「普遍的な存在J
の認識とは異なる。木や，花や，葉や，水や，空気や，動物の様子を，ひた
すらよく「見る」。そうすることによって我われは，自然の中で働いている
「法則Jを見楊めることができる。それはしかし，ただ自によって見ること
だけを意味するのではなく.r喋覚，味覚，視覚，聴覚，触覚」の五感によっ
て自然を観ることにもつながり，こうして我われは自然との「直接的な交流
と共感」を果たして，自然についてのより深く繊細な知に到る。そしてこれ
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こそが真の「科学Jにほかならないというのである。
「マサチューセッツの博物誌」におけるソローの科学に対する信頼は絶大
である。
彼の目は，魚，花，鳥，そして四足動物や二足動物をじっと見つめる。
科学は常に果敢だ。何故なら，知るということは，善を知ることに他な
らないからだ。科学の目の前では，懐疑も危険も怖気づく。科学は，臆
病者が慌てて見逃してしまうものを，落ち着き，入念に探査する。そし
てあたかも開拓者の如く，その後に続く諸学のために〔新たな〕領域を
切り開いて行く。 (NHof Mass.， 107 ;傍点筆者〉
ソローは科学を「後に続く諸学のために」新たなる地平を切り聞くパイオ
ニアとして，手放しで称賛している。実際，遺稿となった『種子の拡散」や
「野生の果実Jを始めとして，彼の「日記Jやノートには， 自然の動植物に
関する膨大な量の科学的観察の記録が残されているところから見ても，彼が
生涯「科学の目Jで自然を見つめていたことは間違いない。しかし，一方で
彼は「日記」に次のような言葉を記している。
私の知識の性慣が，年々，分析的 distinctで科学的なものになってい
ることを私は恐れている。天空と同じくらい広い視野と引き換えに，顕
微鏡の領域へと私〔の視野〕が狭められていることを恐れている。私は，
全体はおろか，全体の影さえも見ず，細部を見ている。私はいくつかの
部分を数え上げ， ["分かった」と言っている。 0851年8月19日Jour-
nal， Vol. 2， 406) 
自然科学が博物学Naturalhistoryと呼ばれていた時代の科学には，ソロー
が「マサチューセッツの博物誌Jで称賛してやまない，自然をこの目で見，
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直に触れて，その特徴を記述しつつ，自然全体の中で働く一般法則を見極め
ようとする志向性があった。しかし， 19世紀の中盤以降， 1"博物学」という
一つの名の下に， 自然のあらゆる事物を理解しようとする流れは終罵を迎え，
植物学，動物学，鉱物学，地学などが，それぞれ独立した科学として成立し
ようとしていた。こうした科学の専門分野化は，同時に，統ーや総合ではな
く， 1"分析」を目的とする自然科学の時代の幕開けを告げるものでもあった。
そしてこの流は，現代の分子生物学やナノテクノロジーへとつながって行く
ことになる。
ソローは，こうした自然科学の潮流の中にあって，科学的視点から自然を
見る自分の目が，分析を主眼とする近代科学の目となり，自然を全体として
捉えるものではなくなって行くことに大きな不安を感じたのであろう。 1853
年5月 10日付けの『日記」には次のような記述が見られる。
私が生命であふれ，言い表しようのない経験で満たされる時，自然は詩
に満ちた私の言葉となる O 一一全ての自然は甫話であり，あらゆる自然
現象は神話である。単に記述するための事実を求め，表現を求めようと
しない科学の人は，自然を死んだ言葉として研究している。私は，自然
を意味あるもの significantとする内なる経験を求めてやまない。
C}oumαl， Vol. 5， 135) 
自然を分析し，単に記述するだけの言語は「死んだ言葉」であるとソロー
は言う。しかし自然は，生命にあふれた人の目で見られる時，全体が一つの
「寓話」となり， 1"神話」となって， 1"詩に満ちた芭葉」の世界として立ち現
れることになると言うのである。
「マサチューセッツの博物誌」には， 1"自然には隙聞が全くない。あらゆる
部分が生命で満たされているJ(NH of Mass.， 107) という言葉がある。ソ
ローがこの作品で称賛してやまない「科学の目」は，こうした自然全体を満
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たす「生命Jを個々の動植物において見る目であり，近代科学の「分析Jを
主眼とする目ではないのである。それは言わば， I魚，花，鳥，そして四足
動物や二足動物をじっと見つめ」ながら，常に「あふれる生命」を感じ，生
きた雷葉にしていく「詩人の日を兼ねそろえた科学の目」なのであるo これ
は最晩年の『種子の拡散』や「野生の果実』にも受け継がれて行く，ソロー
の一貫した自然の見方であり， Iマサチューセッツの博物誌Jは，こうした
ソロー独自の自然に対する「目」が，最初期の段階において既に確立してい
たことを明瞭に示しているのである。
身近な動植物をこうした「目」でとらえて表現したソローの「マサチュー
セッツの博物誌」は，すぐにホーソンの目にもとまるところとなり，彼はソ
ローのエッセイをこう評価している。
彼は優れた作家だ0 ・・・このエッセイは，彼の心や個性についての非常に
鮮明な印象安与えてくれる。一一観察がまことに正確で繊細であり，文
学的でもある。その上，見たものを文字どおりに表すだけでなく，魂を
込める。まるで湖が木々に覆われた岸辺を映すように，一枚いちまいの
葉を描きながら，情景全体の野生芙を表現している。…またエッセイ全
体に優れた感覚と精神的真理の基盤があり，彼の個性を表している。と
いうのも彼は考えたり，感じたりすることに浅はかではないからだ。な
るほど彼の行動様式は不完全なものかもしれないが。全体として，彼は
知り合いになるのに，健康で健全な男だと思う。 CHawthorneAN， 
355) 
ホーソンは， 1842年7月コンコードにやって来た。それは「マサチュー
セッツの博物誌」が『ダイヤjレJに掲載された閉じ年の同じ月であった。こ
のエッセイには，すでに見たように，ソローの「科学の目」によって捉えら
れた動植物の正確な記述とともに，まさに「生命にあふれる」自然描写が展
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閉されているが，それを「見たものを文字どおりに表すだけでなく，魂ぞ込
める。まるで湖が木々に覆われた岸辺を映すように，一枚いちまいの葉を描
きながら，情景全体の野生美を表している」と表現するホーソンの慧眼と卓
越した表現力もまた秀選と言うべきだろう。
「冬の散接」
「冬の散歩」は「マサチューセッツの博物誌」とは異なり，理念的言表を
ほとんど含まない，ある冬の自の身近な自然の情景を丹念につづった作品で，
ネイチャーライティングとしての高い完成度を示している。このエッセイは
1843年10月号の「ダイヤルJに掲載されたが，原稿を受け取ったエマソン
の評は，何故か厳しい。
へンリー・ソローは，際限なく矛盾するという例の悪い癖のある作品を
送ってきた。彼のレトリックの手は見え透いている。それは，はっきり
とした言葉や考えの代わりに，相容れない対立で置き換えることで成り
立っている。彼は，荒涼とした山々や冬の森林を人になれた様子ゆえに，
雪と氷を暖かさゆえに，村人と家を優雅さゆえに，そして荒野をロー
マやパリと似ているがゆえに褒め称える。都市や都市の人々を常に非難
する傾向を持ちながら，森林や樵を町や町の人々と対比させる以外に，
彼は，森林や樵を理解する方法を全く知らないのだ。チャニングは，こ
の作品を素晴らしいと断言したが，良い点があるとしても，私はこれを
読むと不愉快で，気分が悪くなる。 CJE，V 01.6， 440-1) 
このように，エマソンによる「冬の散歩」の評価は極めて厳しい。ここで
彼は， r冬の散歩」の問題点を具体的に指摘している。順を追って問題にさ
れているところを見てみよう。
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「冬の散歩Jは，ある冬の日の真夜中の情景から始まる。
風は，夜中ずっと日よけのところで，静かにつぶやいたり，羽毛のよう
に柔らかな患を窓に吹きかけては，時おり夏のそよ風のように葉っぱそ
舞い上げ，ため息をついていた。ハタネズミは，暖かく心地のよい草地
の穴の中で眠り，フクロウは，沼地の奥にある木の洞の中に腰掛け，ウ
サギとリスとキツネはそれぞれ，ねぐらの中でじっとしていた。 (WW，
163) 
さらに真夜中の大地や大気の様子を描いた後，描写は払暁へと続く。
僕たちは眠っていたがへとうとう冬の朝の静かな現実に気づく。雪が
綿のように暖かく，窓枠に積もっている。聞いた明かり窓と，霜でおお
われた窓ガラスからは，ほの暗いプライベートな光が捜し込み，部麗の
中の心地よさを増してくれる。 (WW，163) 
ここに言われる「綿のように暖かく積もる雪jthe snow lies warm as 
cottonや， rほの暗いプライベートな光ja dim and private lightといっ
た表現が，エマソンを「不愉快になるJと言わしめたものだろうか。確かに
雪は暖かくなく，光は明るく誰にでも照らすものだ。しかし，窓枠に積もっ
た雪は，暖かい綿のように見え，明かり窓から弱々しく部鹿の中に差し込む
早朝の光はほの暗く，そっと自分のもとにだけ届けられたように感じると表
現することが，それほど不自然なことだろうか。そうではない。エマソンが
書いたいのは，こうした手法による表現が多すぎるということなのだろう。
「僕らはj，とソローの描写は続く。「静かにドアの掛けがねを外し，…門
を聞けて，人けのない田舎道をきびきびと歩き出すj(WW， 164)。そして，
速く離れた市場へと向かう木ぞりのきしる音を聞き，農家の煙突から出た煙
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が，小さな谷聞をのろのろと渦を巻きつつ叢っていく様を眺めながら，人恩
と森との境目へとやって来る。
ょうやく僕たちは森の入り口に達し，落ち着かない町を離れる。…平野
にある僕らの慎ましい村々は，森林にささえられている。僕たちを守っ
てくれる建物の板も，僕らを温めてくれる薪も，僕たちは森林から借り
ている。冬，森林の常緑樹は何と重要なことか。それは色あせることの
ない夏の分け前であり，一年中変わりなく，枯れることのない草である。
こうしてほとんど起伏を成すこともなく，地球の表面は，ありのままで
多様な姿を見せている。自然の都市である森林なしに，人間の生活はど
うなることだろうか。森林は，山の頂上からなめらかに刈り込まれた大
通りのように延びている。この丈の高い草地の他に，どこを歩くと言う
のだろうか。 (WW，168-9) 
エマソンが指摘する「人になれた domestic様子の冬の森林」とは，この
部分のことだろうか。「冬の散歩」は全体が，冬の森で見られる，美しく快
活で愉快な情景を描いているので，特定の箇所を「人になれた様子」として
あげるのは難しL、。この部分も，果たしてエマソンが指摘したかったところ
か否か定かではない。しかし，森林ぞ人聞の生活安支える資源と見たり，
「大通り」のある「都市」のようだと表現しているところから，エマソンが
指摘する箇所のーっと見てもよいだろう。
また樵の「優雅urbanityJな振る舞いとは，この部分の記述だろうか。
からだ
冬の夜更け，彼はわらの上で身体安伸ばす前に，広く聞いた暖炉の炉口
から，吹雪の様子を見るために夜空を見上げる。そしてカシオペア座の
明るい農たちが，彼の頭上できらきらと輝いているのを見ると，満足そ
うに眠りについた。 (WW，172-3) 
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さらに荒野をパリやローマと似ているとするのは，この部分だろうか。
ハイイロリスとウサギは，凍てつく金曜の朝でさえも，人里離れた谷間
で活発に跳びまわっている。ここは僕らのラップランド、か，ラブラドー
ルだ。…太陽は，セーヌやテベレの谷と同じように，この谷間の上にも
誇らしげに昇る。それはまるで，恐れも敗北も知らないセーヌやテベレ
が決して見せたことのなかった，純粋で何ものにも頼る ζ とのない勇気
ありか
の在り処のようだ。ここでは，原始時代の単純さと純粋さが君臨し，町
や都市から速く離れて，憧康と希望が支配している。 (WW，170-1) 
確かに「冬の散歩」は，エマソンが指摘するように，雪や氷，森や樵を，
それらとは正反対の表現を用いて形容している部分が多い。しかし，実際に
この作品を読んでみると，少なくとも私には，これらの部分が，エマソンが
言うほど，わざとらしく鼻につくような言い回しになっているようには思え
ない。むしろ真夜中の冬の情景から始まり，夜明け，村人たちの生活，煙突
から立ちのぼる煙，森や凍った川，そこに見られる植物や動物の様子を，本
当に眺めながら歩いているように感じさせる，ソローの生き生きとして丹念
な描写こそ，読む者の胸に深い印象と共感を与えてやまないように思われる。
同じように時の流れにそって書かれた後の作品『コンコード川とメリマック
川の一週間』と比べると，この作品の方が，自然とは直接関係のない理念的
思索の記述を含まない分だけ，まさにソローの目でしか捉えられない自然の
精徹な描写として，より魅力的にさえ感じられる。
ところで，この作品の中には，書斎の哲学者に対する皮肉ともとれる記述
がある。
人里離れた森林の中に，僕たちだけで立っていると，風が雪を木々から
払い落す。僕たちの後には，入閣の足跡だけが残っている。ここで僕た
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ちは，都市の生活でよりも，ずっと多様性に富んだ省察を見出す。コガ
ラとゴジュウカラは，政治家や哲学者よりも多くのひらめきを人々に与
えてくれるというのに，僕たちは，これらの下品な仲間違のところに戻
らなければならなし、。斜面を流れる水，あらゆる色の氷と結品の媛，両
岸にそそり立つトウヒとツガ，イグサとしおれたカラスムギがあるだけ
の沢，この寂しい谷間でこそ，僕たちの生命は，より穏やかに思いをめ
ぐらすことができるというのに。 (WW，171) 
そして， もう一つ。
日が暮れる前に，曲がりくねった川に沿ってスケートの旅に行こう。冬
の日iこ，一日中家の中で， ~量炉の慢に座っている者には，珍しいもので
いっぱし、だ。 (WW，177) 
よもやこんな記述を見てエマソンが， rこれを読むと不愉快で，気分が悪
くなる」と言ったとは思わないが，いずれにしても「冬の散歩Jには，エマ
ソン的な超越主義を思わせる箇所が皆無ではある。
{注}
1) ソロー自身も，この最初の四行を， r一週間」の中で最も超越主義的な色彩の
強い「金曙日」の章に挿入している (AWeek， 372)。
なお.ソローの詩は，文学研究者にはいつも評判が悪い(ハーディング2005，
137 ;シュナイダー 1993，89)。しかし，エマソンと一部の詩人には，高く評価さ
れているようである(プライ 1986;ハーディング2005，190)。
2) ただしエマソンの『日記』にこの詩からの書き抜きがあるということは，ソロー
は，この詩をエマソンなど身近な人々には見せていたものと思われる。
3) 山口 (2011，280)は， Iエマソンは出来上がったこの作品をあまり評価しなかっ
た」としているが，その根拠を私は確認することができなかった。純粋に内容か
ら見る限り， Iマサチューセッツの博物誌」には，エマソン的な超越主義の傾向
は皆無であるところから，エマソンがこの書評を評価しなかったとすると，その
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理由はよくわかるようにも思われる。しかしこの書評に添えられたエマソンの端
書から見あ限り，マサチューセッツ州により刊行された報告書よりも，ソローの
文章の方が優れているなどともしているところもあり. 1"マサチューセッツの博
物誌」に関するエマソンの本当の評価は私には判然としない。
4) 1"冬の散歩」は，全体が“we"という一人称複数の主穏でつづられている。こ
れには「我々J，r私たち」など様々な訳し方が可能だが，この作品は，冬の野山
を快活に歩き回ることがテーマになっているので，その雰囲気を表現するために
ここでは「僕たちJという訳語を使用した。
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